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　はじめに

　津軽平野周辺の里山の多くは、平野を北上し日本
海へと流れ出る岩木川の水源地帯でもある。その一
帯にはミズナラやコナラを主とした落葉広葉樹林や
スギやアカマツを主とする針葉樹植林などの森林植
生が広がり、そこからの生産物は昔から人々の生活
に多くの恩恵をもたらしてきた。
　そこに発達する森林植生では、人々の干渉の強弱
や利用のされ方によって、階層構造や生育する植物
に違いが生じている可能性が経験的に捉えられてき
ていた。しかし、それぞれの森林に生育する植物の
違い、すなわち種組成について詳しく検討されたこ
とはあまりなく、津軽平野周辺では弘前市久渡寺山
（齋藤 2021）、黒石市黒森山（齋藤 印刷中）、また
青森市周辺での田頭山（齋藤 2021）や高森山（齋
藤 2022）を加えてもあまり見当たらない。
　里山の森林植生の把握は、風水害などの自然災害
の未然防止策を考えるための基礎的資料となるもの
と考える。そのため、津軽平野及び周囲を取り巻く
丘陵地帯の森林植生の把握は行政にとっても非常に
重要な事柄といえる。

青森県平川市白岩森林公園の森林植生

Forest vegetation in Shiroiwa Forest Park, Hirakawa City, Aomori Prefecture
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　今回は津軽平野の奥地に相当する平川市白岩森林
公園の森林植生を調査した。調査の目的は、①森林
植生の区分と分布パターンなどを明らかにすること
により、②白岩森林公園の森林植生の特徴をとらえ
ることである。
　調査はこれまでの里山の報告と同じように、公園
内に設置されている散策路沿いに限定している。調
査日は 2021 年 8 月５日、8 月 12 日、8 月 17 日
である。
　なお、出現植物の学名は米倉（2012）によった。

　調査地の概要

　白岩森林公園は青森県平川市の尾崎地区を流
れる浅井川の支流の一つ、木戸口沢に面する面積
136ha ほどの一帯である（図１）。最も標高の高い
地点は 455.8 ｍである（以降山頂と表記する）。平
川市のホームページ（https:/www.city.hirakawa.
lg.jp/）によると公園内には管理棟をはじめキャン
プ場や東屋、展望台などが設置され、毎年多くの人々
が訪れているとされる。管理棟そばの登山口（190
ｍ）から山頂（455.8 ｍ）へ向けた、主に尾根を登

図１　調査地の位置（国土地理院のデジタル地図）
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る登山道が最も利用されているという。しかし、山
頂までの間には、交差あるいは分岐する数本の散策
路があり、登山者は目的に応じて選択しながら散策
しているようである。
　平川市市街地とこの公園を結ぶアクセス道は山越
えの後、黒石市の浅瀬石川へ抜ける道としても使用
されている。また、散策路のいくつかはその道へ抜
けることも可能となるようにつながっている。
　公園内の植生は相観的にはブナ林、ミズナラ林、
サワグルミ林、スギ植林などを区別できる。

　調査方法

　調査は調査地点を覆う森林植生を階層区分し、各
階層を構成する植物の被度と群度をブラウン－ブラ
ンケ（1971）の全推定法によって記録した。階層
は基本的に高木層、亜高木層、低木層、草本層であ
る。同時に各階層の高さや植被率、林内における倒
木・伐痕、林床の落葉及び礫などの有無、調査地点
の地形的な特徴なども記録した。調査地点はガーミ
ン社の GPS（etrex 30j）に記録するとともに、国
土地理院の地形図で確認した。斜面の向きや傾斜は
クリノメータで測定した。
　得られた 32測定の植生調査資料は一覧にし、基
本的に種の有無に従い群落区分を行った。その結果、
後述の 5群落に区分できた。

　結果

（１）サワグルミ－ジュウモンジシダ群落
（表 1－ (1)　６測定）　
　この群落はサカゲイノデ、オニグルミ、サワグル
ミ、リョウメンシダ、ミヤマシケシダ、ジュウモン
ジシダ、トチバニンジン、ニワトコ、ホウチャクソウ、
オオハナウド、ミズヒキを区分種としていた。主に、
標高 243 ～ 380 ｍの沢沿いの湿生立地に発達する
ことが多く、林床には大小さまざまの礫を混入した
土壌が見られた。調査枠によっては崩壊斜面下部の
土礫の集積地に発達していた。
　高木層は高さ 20 ～ 29 ｍ、植被率 90 ～ 100％
でサワグルミ、オニグルミ、トチノキなどの大型の
樹種が優占種になることが多かった。調査枠によっ
てはサワグルミを欠如していた。亜高木層は高さ７
～ 14 ｍ、植被率５～ 20％でイタヤカエデ、サワ
グルミが優占種だった。低木層は高さ２～ 3.5 ｍ、
植被率２～ 30％を示すが、5％以下の場合が多かっ

た。草本層は高さ 100㎝、植被率 70～ 100％でサ
カゲイノデ、リョウメンシダ、ユキザサ、サラシナ
ショウマなどの勢力が強かった。
　この群落では他の群落に高い常在度を示すミズナ
ラ、ウワミズザクラ、チゴユリ、ハウチワカエデほ
かの勢力（種群H）が極めて弱化していた。半面、
種群 Fの勢力が強かった。
　この群落は種組成的にウド、ハルニレ、ミヤマイ
ラクサで特徴づけられるミヤマイラクサ下位単位と
オククルマムグラ、ミゾシダ、ミヤマイボタ、サン
ショウ、カノツメソウ、ツタウルシ、ホオノキ、マ
イヅルソウなどで特徴づけられるミヤマイボタ下位
単位に区分された。

（２）ケヤキ－ヤマモミジ群落
（表１－ (2)　12 測定）
　この群落はケヤキ、ヤマモミジ、ミズキを区分種
としていた。主に標高 278 ～ 435 ｍの斜面中部か
ら上部に発達することが多く、林床には礫交じりの
土壌が存在し凹凸があった。
　高木層は高さ 17 ～ 26 ｍ、植被率 90 ～ 100％
でケヤキ、ミズナラ、トチノキが優占種になること
が多かった。亜高木層は高さ６～ 14ｍ、植被率５
～ 30％でヤマモミジ、ミズキ、イタヤカエデ、ト
チノキが優占種だった。低木層は高さ 1.5 ～３ｍ、
植被率 15 ～ 90％でオオバクロモジ、ウワミズザ
クラ、オオカメノキなどが優占種だった。草本層は
高さ 60～ 100㎝、植被率 30～ 55％でヒメアオキ、
チゴユリ、ユキザサなどが優占種だった。
　この群落では前述のサワグルミ－ジュウモンジシ
ダ群落に勢力の強かったオシダほかの種群Ｆの勢力
が弱化し、反面、その群落に勢力の弱かったミズナ
ラ、ウワミズザクラなどの種群Ｈの勢力が強かった。
また、サワグルミ－ジュウモンジシダ群落とトチノ
キ、ユキザサほかの種群Ｇを共有していた。

（３）ブナ－チシマザサ群落
（表１－ (3)　10 測定）
　この群落はブナ、マルバマンサク、ツルシキミ、
ヤマウルシ、アズキナシ、ウゴツクバネウツギ、タ
ムシバ、シシガシラ、オオアキノキリンソウで区分
された。植生調査資料は標高233～ 376ｍで得た。
主に斜面の中部から上部にかけて発達することが多
く、林床はサワグルミ－ジュウモンジシダ群落やケ
ヤキ－ヤマモミジ群落に比べると安定していた。
　高木層は高さ 13 ～ 24 ｍ、植被率 95 ～ 100％
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でブナやミズナラが優占種だった。１つの調査枠で
はブナを欠いていた。亜高木層は高さ６～ 14 ｍ、
植被率５～ 20％でイタヤカエデ、ハウチワカエデ
などが目立っていた。低木層は高さ 1.5 ｍ～ 3ｍ、
植被率５～ 60％でヒメアオキ、ウワミズザクラ、
オオバクロモジ、オオカメノキが目立つが、日本海
側多雪地のブナ林に多いチシマザサの勢力はあまり
強くなかった。草本層は高さ 50～ 100㎝、植被率
20～ 60％でチゴユリ、ヒメアオキが優占種だった。
　この群落は種組成によりクリを区分種とするクリ
下位単位と、ウリハダカエデ、タチシオデ、ヒメカ
ンスゲ、マルバアオダモを区分種とするヒメカンス
ゲ下位単位に分けることができた。
　この群落では前述のサワグルミ－ジュウモンジシ
ダ群落及びケヤキ－ヤマモミジ群落に勢力の強かっ
たトチノキ、ユキザサほかの種群Ｇの勢力が弱化し
ていた。反面、ケヤキ－ヤマモミジ群落とはサワグ
ルミ－ジュウモンジシダ群落で勢力の弱かったミズ
ナラ、ウワミズザクラなどの種群Ｈを共有していた。

（４）アカマツ－ヤマツツジ群落
（表１－ (4)　１測定）
　この群落はアカマツ、ヤマツツジ、ツクバネ、ア
カシデ、カクミスノキで区分された。植生調査資料
は標高 239 ｍの狭い尾根で得た。林床は凹凸が激
しく、岩の露出が多かった。種組成的にはブナ－チ
シマザサ群落の区分種としたマルバマンサク、ヤマ
ウルシ、タムシバ、オオアキノキリンソウなども含
むが、この群落ではブナを欠如すること、明らかな
区分種があることで、アカマツを中心とした群落と
判断した。この群落は今回識別した他群落に高い常
在度で出現するオオバクロモジ、ハイイヌガヤ、イ
タヤカエデ、ヒメアオキなどの種群を欠如していた。
　高木層は高さ 16m、植被率 25％でアカマツが優
占種だった。亜高木層は高さ 7m、植被率 30％で
アオダモが優占種だった。低木層は高さ 2m、植被
率 40％でヤマツツジ、マルバマンサクが優占種だっ
た。草本層は高さ 100㎝、植被率 30％でチゴユリ、
ヤマツツジが優占種だった。

（５）スギ植林
（表１－ (5)　３測定）
　この林は調査地内に点在し、スギを植栽木とする。
スギはブナ－チシマザサ群落にも幼木が出現するこ
ともあるが、その場合は偶発的に生えた印象が強い。
　高木層は高さ 19 ～ 26 ｍ、植被率 90 ～ 95％で

スギが優占種だった。亜高木層は高さ５～ 15 ｍ、
植被率２～ 5％でイタヤカエデが目立つが勢力は
きわめて弱かった。低木層は高さ２～ 3ｍ、植被
率５～ 35％でオオバクロモジ、ヒメアオキが優
占種だった。草本層は高さ 100 ｍ、植被率 50 ～
100％でリョウメンシダ、チゴユリが優占種だった。
　
　平面分布

　山頂へは大雑把に２つのコースが考えられ、それ
ぞれを便宜上 Aコース、Bコースとする（図２）。
Aコースは管理棟近くの登山口から山頂を目指す
コースであるが、標高 320m付近で分岐し、１つ
は主尾根をそのまま北へと進んだのち東向きにそれ
ながら山頂へ到達する観察路で、もう一方は北東へ
向け標高 300 ～ 350mほどの山麓斜面や小尾根を
横断し、車道に抜けたのちに山頂へ到達する観察路
である。このコースを A‘ コースとする。
　Bコースは白岩前を流れる木戸口沢の分流点付近
から尾根沿いを進み、標高 350 ｍ前後の等高線に
沿った森林下を進んで車道に出たのちに、途中から
山頂へ到達する。
　２コースの植物群落の平面分布には次のような違
いが見られた。Ａコースには 20測定の植生調査資
料が含まれ、ケヤキ－ヤマモミジ群落が 11 測定、
3測定がサワグルミ－ジュウモンジシダ群落及びブ
ナ－チシマザサ群落、1測定がアカマツ－ヤマツツ
ジ群落、2測定がスギ植林だった。ケヤキ－ヤマモ
ミジ群落は登山口から山頂まで広く分布していた。

図２　森林群落の平面分布（国土地理院デジタル地図）
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サワグルミ－ジュウモンジシダ群落は尾根沿いの観
察路の北向き斜面に分布していた。ブナ－チシマ
ザサ群落は登山口付近及び A‘ 沿いに分布していた。
アカマツ－ヤマツツジ群落は白岩わきの急峻な尾根
に分布していた。スギ植林は山頂付近とコース中盤
の尾根沿いに見られた。
　Ｂコースには 12 測定の植生調査資料が含まれ、
7測定がブナ－チシマザサ群落、3測定がサワグル
ミ－ジュウモンジシダ群落、1測定がケヤキ－ヤマ
モミジ群落とスギ植林だった。ブナ－チシマザサ群
落はこのコースが車道と交わるまでの山麓に広く分
布していた。サワグルミ－ジュウモンジシダ群落は
標高 385 ｍ付近の尾根から下る西向き斜面や山頂
近くの車道沿いの西向き斜面に分布していた。ケヤ
キ－ヤマモミジ群落やスギ植林は局所的だった。

　考察

　白岩周辺を代表する３群落の関係を種組成や平面
分布及び垂直分布の面から考察する。

１　種組成の視点から
　平面分布ではケヤキ－ヤマモミジ群落は圧倒的に
Aコースに多く、ブナ－チシマザサ群落は Bコース
に多いことが分かった。ただ、ケヤキ－ヤマモミジ
群落のうち地点番号９、10、13、14 では構成種に
ブナが出現し、特に、地点番号９と 14では高木層
において被度・群度がそれぞれ 1・2及び 3・3を
示した。一方、サワグルミ－ジュウモンジシダ群落
のうち地点番号１と３、及びスギ植林地の地点番号
31、32 では構成種にケヤキが確認できた。特に、
地点番号１と 31ではケヤキは高木層において、そ
れぞれ +の被度・群度を示していた。それらの事実
から、白岩ではブナ、ケヤキはともに、群落の分布
以上に広範囲に分布している樹種と考えられる。
　ところで、サワグルミ－ジュウモンジシダ群落、
ケヤキ－ヤマモミジ群落、ブナ－チシマザサ群落の
種組成には次のような共通点あるいは相違点があっ
た。すなわち、サワグルミ－ジュウモンジシダ群落
とケヤキ－ヤマモミジ群落は表１に示す種群 Gに
含まれるトチノキ、ユキザサ、ミヤマイボタなど
11 種の木本類や草本類を共有していた。それらは
いずれも主に湿生～適湿立地に生育していることが
多い種で、ブナ－チシマザサ群落では欠如するか極
めて勢力の弱い種群である。
　一方、ケヤキ－ヤマモミジ群落とブナ－チシマ

ザサ群落は表１に示す種群Hに含まれるミズナラ、
ウワミズザクラ、チゴユリなど 18種の木本類や草
本類を共有していた。それらはいずれも主に適湿立
地に生育していることが多く、サワグルミ－ジュウ
モンジシダ群落では欠如するか極めて勢力の弱い種
群である。
　このように、種組成の視点からは、ケヤキ－ヤマ
モミジ群落はサワグルミ－ジュウモンジシダ群落と
ブナ－チシマザサ群落の中間に位置する群落と捉え
られる。

２　垂直分布や平面分布の視点から
　白岩における群落の垂直分布（図３）ではブナ－
チシマザサ群落よりもケヤキ－ヤマモミジ群落とス
ギ植林が高いところまで分布していた。特に、スギ
植林は山頂近くにもあった。また、白岩付近で分岐
する木戸口沢は、南東に向かう本流に沿って車道が
通っていた。その車道の一部は調査範囲東部の尾根
沿いを曲折しながら標高 370m付近まで伸びてい
た。その車道沿いにある調査地番号 30番のスギは
太さ 30～ 40㎝を示していた。
　一方、ブナ－チシマザサ群落の調査地番号 21
番、24 番では高木層にスギが出現し、後者では太
さ 50㎝ほどのスギが被度・群度 3・3を示してい
た。また、同群落では林内に下草刈りなどの手入
れが行われた明らかな痕跡を認められる植分も確
認できた。そしてまた、過去の空中写真（図４；
MTO6311-C12-33,1963/06/08）には白岩周辺の
山域が伐採・植林が施された痕跡が写っていた。さ
らにその写真には随所に地すべりの痕跡が確認でき
た。そのような事実を考慮すると、白岩周辺の山域
は人為あるいは自然の攪乱作用が常に働いてきた地
域であるといえる。
　ところで、群落の平面分布では、主に、Ａコース
にケヤキ－ヤマモミジ群落、Ｂコースにブナ－チシ
マザサ群落が分布していることが明らかになってい
た。一般的にケヤキを優占種とする森林群落の発達
立地は崖錐斜面、山腹凹状地、岩礫地、山地斜面下
部などと表記されることが多い。その視点から白岩
のケヤキ－ヤマモミジ群落を捉えると、尾根に近い
上部斜面、あるいはその下方の中部斜面に発達して
いるケースが多く認められた。しかし、そこは岩礫
地といえるほどの不安定な立地にはみえなかった。
　青森県内の山地であれば、白岩のケヤキ－ヤマモ
ミジ群落の多くがみられたような斜面には、少なく
ともブナを主とした森林群落が発達することが多
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い。そのことを考えると、Aコースにケヤキ－ヤマ
モミジ群落、Bコースにブナ－チシマザサ群落が主
に分布しているという分布パターンは、白岩におけ
る森林群落の特徴と捉えることも可能と思われる。
しかし、その差が、両コースの原植生の違いに起因
するのか、あるいは植生に対する人による攪乱の質
や頻度などの違いに起因するのか、さらにこの山域
の自然攪乱の発生頻度に起因するのかは今回の調査
からは言及できない。ただ、ケヤキ－ヤマモミジ群
落が平面的にも垂直的にも広範に発達している事実
と、白岩周辺の山域が地すべり地帯であるというこ
とと密接な関係がある可能性は考えられる。その点
については、今後、さらに多くの里山を調査するこ
とにより明らかになっていくものと考えられる。

　まとめ

1．青森県平川市に位置する白岩森林公園の森林植
生を調査した。
２．32測定の植生調査資料から、サワグルミ－ジュ
ウモンジシダ群落、ケヤキ－ヤマモミジ群落、ブ
ナ－チシマザサ群落、アカマツ－ヤマモミジ群落、
スギ植林が区分できた。
３．種組成の視点からは、ケヤキ－ヤマモミジ群
落はサワグルミ－ジュウモンジシダ群落とブナ－
チシマザサ群落の中間に位置する群落と捉えられ
た。
４．ケヤキ－ヤマモミジ群落とブナ－チシマザサ群

落の平面分布はそれぞれが集中して分布する場所
がある。その分布パターンは白岩における森林群
落の分布の特徴と捉えることも可能と思われる。
しかし、その差が、原植生の違いに起因するのか、
あるいは植生に対する人の攪乱の質や頻度などの
違いに起因するのか、さらにこの山域の自然攪乱
の発生頻度に起因するのかは今回の調査からは言
及できない。
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図３　森林群落の垂直分布

図４　国土地理院の空中写真
　　　（MTO6311-C12-33 1963/6/8）

1：サワグルミ－ジュウモンジシダ群落　2：ケヤキ－ヤマモ
ミジ群落　3：ブナ－チシマザサ群落　4：アカマツ－ヤマツ
ツジ群落　5：スギ植林
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